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研究要旨 無作為抽出された地域住民約 2,400 名を対象とし、平成 9

年から 15 年間にわたって継続して実施してきた「国立長寿医療研究

センター・老化に関する長期縦断疫学研究（NILS-LSA）」を第 7 次

調査で終了し、第１次から第 7 次調査までのデータ整備を行うととも

に、認知症をおもなエンドポイントとした追跡調査を新たに開始した。

平成 27 年 1 月末現在で 1,203 人の調査を終了した。  

 

Ａ．研究目的  

 「国立長寿医療研究センター・老化に

関する長期縦断疫学研究（NILS-LSA）」

は、国立長寿医療研究センターで平成 9

年から 2 年ごとに追跡されている無作為

抽出地域住民約 2,400 名を対象とした、

大規模コホートによる老化、老年病の疫

学研究である。開始 15 年後の平成 24 年

7 月に調査は終了した。本研究では、第

1 次から第 7 次までの NILS-LSA のデー

タ整備と、その後の追跡調査の実施で、

認知症予防のための検討を目指す。  

 

Ｂ．研究方法  

 対象は国立長寿医療研究センター周辺

（大府市および知多郡東浦町）の地域住

民からの無作為抽出者（観察開始時年齢

40-79 歳）である。対象者は 40,50,60,70

歳代男女同数とし一日７名、１年間で約

1,200 人について多数の老化関連要因の

検査調査を、年間を通して行い、2 年ご

とに繰り返し観察を行ってきた。追跡中

のドロップアウトは、同じ人数の新たな

補充を行い、定常状態として約 2,400 人

のダイナミックコホートとした。追跡調

査は平成 25 年 10 月に開始した。追跡調

査の対象者は NILS-LSA のアクティブ

な参加者 2,584 人である。認知症及び認

知機能に関する調査を中心とした追跡調

査の検査項目は頭部 MRI、既往歴、生活

習慣、認知機能検査、握力、歩行速度な

どとした。  

 

（倫理面への配慮）  

 本研究は「疫学研究における倫理指針」

を遵守し、国立長寿医療研究センターに

おける倫理委員会での研究実施の承認を

受けた上で実施している。調査に参加す



る際には説明会を開催し、調査の目的や

検査内容、個人情報の保護などについて

半日をかけて十分に説明を行い、調査の

対象者全員から検体の保存を含むインフ

ォームドコンセントを得ている。また同

一の人に繰り返し検査を行っており、そ

の都度インフォームドコンセントにて本

人への確認を行っている。分析において

は、参加者のデータをすべて集団的に解

析し，個々のデータの提示は行わず、個

人のプライバシーの保護に努めている。  

 

Ｃ．研究結果 

 国立長寿医療研究センター・老化に関

する長期縦断研究（NILS-LSA）は平成

24 年度に第 7 次調査で学際的調査を終

了した。平成 26 年度には終了した第１

次から第 7 次調査のデータ整備を行った。

調査内容及び性年齢別の平均値など、そ

の内容を修正・整備しホームページに掲

載した（http://www.ncgg.go.jp/departm

ent/ep/nilslsa.html）。また、平成 25 年

度に認知症及び認知機能に関する調査を

中心とした NILS-LSA の追跡調査の準

備を半年間かけて進め、平成 25 年 10 月

より週 3 日ないし 4 日、１日 6 名で、年

間 1,000 名の検査を開始した。平成 27

年度には追跡調査対象者の検査を終了す

る予定である。検査項目は頭部 MRI、既

往歴、生活習慣、認知機能検査、握力、

歩行速度などである。平成 27 年 1 月末

現在で 1,203 人の調査を終了した。  

 NILS-LSA では今までにも老化・老年

病と遺伝子との関連研究 (association st

udy)を行ってきたが、平成 25、26 年度

には第 1 次調査から第 3 次調査参加者 2,

948 人についてゲノムワイド（244,770

のエクソーム多型）のタイピングを終了

した。  

 

Ｄ．考察  

 NILS-LSA は医学のみならず、運動生

理学、栄養学、心理学研究を最新の機器

を用いて、世界的にも最高水準の検査を

広汎に実施することを目指したものであ

り、調査項目は非常に多岐にわたってお

り、医学、運動機能、心理、栄養の各分

野で、最先端の機器を使用し、精度の高

い検査を実施してきた。NILS-LSA は平

成 24 年度に調査は終了したが、平成 25

年度から新たに NILS-LSA 参加者を対

象とした追跡調査を開始することができ、

蓄積されたデータを有効に活用するため

にデータの整備を行うとともに、そのデ

ータを用いた更なる研究の基盤整備を行

うことが出来た。  

  

Ｅ．結論  

 平成 9 年から 15 年間にわたって

継続して実施してきた N ILS-L S A を

終了し、そのデータ整備を行うとと

もに、認知症をエンドポイントとし

た追跡調査を新たに開始した。平成

27 年 1 月末現在で 1 ,2 0 3 人の調査を

終了した。  
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を含む） 

１．特許取得 

 なし 

２．実用新案登録 

 なし 

 

３．その他 

 なし 

 


